
（別紙様式例４）

公表日：令和6年　10月　31日 事業所名： マルクスコラ山越教室
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1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

○
活動やメンバーに応じてスペー
スの確保や別場所での実施等
随時検討している。

21 9 0 1

少し狭いように感じる時がある。
もう少し広い方がいいと思いま
す。教室は広いとは言えない
が、外出の活動も多く、活動量と
しては良いと感じている。教室は
広くないが、野外活動が多いの
で満足しています。

教室の広さそのものの改善は困
難だが、活動内容等工夫するこ
とで、充実した活動を提供できる
よう今後も考えていきたい。

2 職員の適切な配置 ○ 22 3 0 6

新しく来られた職員さんなど、ど
の程度の専門性をお持ちなの
か、分からない方もいます。休職
や異動の挨拶のように、ラインで
もいいので、新しい方にも一言
ご挨拶をいただけるとありがた
いです。専門性に関しては情報
がすくないため、判断できない。
専門性についてはよく分かりま
せん。専門性については、どうい
う専門のスタッフが勤務している
のかわからない。でも、良くして
もらってると感じてます。

スタッフの異動時など、新たに加
わったスタッフからの挨拶も今後
は検討していき、スタッフのプロ
フィールや自己紹介等の掲示物
を検討していく。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

○
プログラム時に目に入る前方に
は掲示物はほぼない形にしてい
る。

26 3 0 2
わかりやすく整理されていると思
う

生徒さんの特性に応じ、必要な
ものを整備し、本人のために必
要かどうかという観点で今後も
環境整備を検討していく。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

○ 28 3 0 0

幅広い年齢の子供達が利用す
る事で、縦のつながりや異年齢
との関わりを体験できる事は大
切だと思うのですが、同年代の
子達だけで活動できる日もある
と、高校生は利用しやすいかな
と思います。子供は楽しそうにす
ごしている。

今後、同年齢の子たちが集まっ
てかかわれる機会を検討してい
く。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

○
日々支援の振り返り等実施して
いる。どのようにすれば良いか
意見を出し合うようにしている。

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

○

3
職員の資質の向上を行うための研修機
会の確保

○
毎月支援に関する研修機会と、
勉強会を別で実施している。

1
適切に支援プログラムが作成、公表され
ているか

○ 28 3 0 0

2

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

○
アセスメント、計画書の作成時に
はニーズを適切に取り扱うことを
意識している。

30 0 0 1

日々行われる課題等については
よく考えられていると思います
が、我が子には少し難しく、予約
を入れる際に参加は無理かな…
と思うことがよくあります。
もう少し参加しやすい課題があ
ればよりいいと思います。

プログラム内容については引き
続きニーズに合わせて設定して
いく。各生徒さんが利用日に何
をゴールとするかは、今後も個
別に設定し、安心していただけ
るように努める。

3

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

○ 29 2 0 0

4
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

○
基本的には集団での活動を実
施し、個別活動の時間も別途設
けて対応している。

5
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

○ 27 1 1 2
土日に人が集中しては入れない
ので些か支援に沿ったとは言い
難い

皆様に休日に偏らず平日にもご
利用が分散するようにプログラ
ム内容を今後も検討していく。

6 チーム全体での活動プログラムの立案 ○

アイデアBOXの活用、カレン
ダー会議の実施等、全スタッフ
が参画したり、聞き取ったニーズ
の反映がされやすい工夫をして
いる。

7
活動プログラムが固定化しないような工
夫の実施

○

カレンダー会議を実施した際に
は、バランスよくプログラムが入
ることや、生徒さんにとってどの
ような意義があるかを考えなが
ら設定している。

24 4 0 3

上記のアンケートで答えました
が、コミュニケーション能力、会
話することに問題がある子供の
ための活動プログラムが増える
と参加させやすいと思います。
子供が楽しく活動できるように工
夫しており、休日にはお出かけ
プログラムを取り入れてたり、体
験を通しての学びがたくさんある
ため、子供にはいい刺激になっ
てます。

生徒さんが様々な経験の中で楽
しいと思えるよう、活動内容の改
善やご本人が楽しめているか
ニーズ整理など今後も行ってい
く。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。
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8
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

○
活動時間の違いを活かして内容
を工夫している。

9
支援開始前における職員間でその日の
支援内容や役割分担についての確認の
徹底

○

10
支援終了後における職員間でその日行
われた支援の振り返りと気付いた点など
の情報の共有化

○

11
日々の支援に関しての正確な記録の徹
底や、支援の検証・改善の継続実施

○

12
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画の見直し

○

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議への参画

○

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

該当なし

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連
絡体制の整備

該当なし

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援の
ため、保育所や認定こども園、幼稚園、小
学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

○

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

○

6
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携や、専門
機関での研修の受講の促進

○

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

○

エクセル丸榮文化祭という形
で、同マンションのテナントを
集結させた文化祭の実施を
し、地域の子どもたちも招待
したイベントを開催した。

7 4 2 18
他の放課後デイとの交流は
知っていますが、それ以外は
分かりません。

文化祭等で地域の子どもた
ちと触れ合う機会を作ってい
るが、別の活動でもそういっ
た活動を検討していく。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

○

エクセル丸榮文化祭の実施に際
して、周辺のコンビニやお店に
文化祭のポスター掲示を生徒さ
んと共に依頼している。
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1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

○ 29 2 0 0

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

○ 31 0 0 0

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

○

明確にペアレントトレーニングと
いう形での打ち出しはできてい
ない。助言は随時実施してい
る。

18 5 1 7

お話の中で、いろいろアドバ
イスはいただいてますが、プ
ログラムやトレーニングに当
たるのかは分かりかねます。

明確に、ペアレントトレーニン
グとしての打ち出しで保護者
様に提供できていない。適宜
可能な範囲での助言等実施
しているので、今後も保護者
様に寄り添った支援を提供す
ると共に、学びの場など設定
できるよう検討していく。

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

○ 27 3 0 1

放課後デイ→家庭→学校と
連携がとれているので、困り
ごとがあり相談すると、いつも
適切なアドバイスをしてくれて
助かってます。子供が学校で
困ったことがあっても、子供
から困り事を打ち明けれてい
るので、スタッフの方に話を
聞いてもらうことで、うまく気
持ちを吐き出し切り替えがで
きてます。困り事を共有し、連
携がとれているので、放課後
デイ利用開始してからは、家
庭での負担は軽く済んでま
す。

日ごろから連絡や連携等意
識しているが、分からないと
の回答も見られるので、より
一層共通理解ができるように
努めていく。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談への適切な対応と必要な助言の実
施

○ 30 0 0 1
今後も保護者様に寄り添った
助言を心掛ける。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

○

保護者会は開催していない
が、研修会にて保護者同士
で意見交換をする機会を設
けている。

12 5 3 11
この活動は、それほど望んで
はいないので、現状でもいい
と思います。

保護者様同士がかかわれる
機会はいくつか作っている
が、より強化できるよう検討し
ていく。

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対
応

○ 15 2 0 14

経験したことがないためわか
りません。今のところ、苦情
の経験がないので、わからな
いです。苦情を聞いたことが
ない。

今後ご要望や苦情をいただ
いた際には、適切に対応を
行っていく。

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

○ 28 1 0 2
今後もニーズを受け取れるよ
う対話を継続していく。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報についての子
どもや保護者への発信

○ 28 1 0 2

スコラ通信やブログに加え、
LINE等で活動記録の写真共
有など工夫しながら実施して
いく。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 ○ 28 0 0 3
今後も個人情報の取り扱い
には留意していく。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

○ 19 2 0 10
あまり記憶に残ってないの
で、すみません。

皆様に把握していただけるよ
う十分に周知していく。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

○ 19 1 0 11
今後も消防と連携して実施し
ていく。

3
服薬や予防接種、てんかん発作等の子ど
もの状況の確認の実施

○

4
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

○

5 安全管理の徹底 ○

6
家族等との連携を図るため、安全計画に
基づく取組内容についての家族等へ周知

○

7
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

○

8
虐待を防止するための職員研修機会の
確保等の適切な対応

○

9

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画への記載
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